
くにたち

 2026.7-8 Vol.83 No.468

定価750円・送料88円
（ともに消費税込み）
年間購読料9,000円
（消費税込み・送料サービス）

東京都千代田区神田駿河台2-3-11
〒101-0062

発行所
図書のご注文は、
ＴＥＬ03（6831）6622

03（6831）6624ＦＡＸ

鉄道事業各社の業務運営に供する

月号主要目次8
特集：組織力の向上
連載等
●COMMENTARY
JRシステム　2025年度決算の概要
●鉄道基礎講座
●鉄道の未来を創る研究開発
●公共交通の新潮流
●旅行業とモビリティ

ご注文は（一財）研友社へ
TEL: 042-572-7157
FAX: 042-572-7190

https://www.kenf.jp/

　本号では，鉄道における様々な「再現」する技術を用いた研究について特集し
ました。鉄道車両の動きから，地震時の構造物の動き，レールの動き，パンタグ
ラフすり板の性質，運転台からの視界，岩石の割れ目の進み具合，降雨時の盛土
の動き，普段は見えない地盤の動きまで，事例は多岐にわたるものでした。ご紹
介した以外にも，鉄道の課題を解決するために，現象をできる限り厳密かつ効率
的に再現する工夫がなされた研究はたくさんあります。よりよい成果を得るため
に考え出された，ここにしかないオリジナルの再現装置や計算モデル，再現ノウ
ハウには，関係者のアイデアやこだわりが詰まっていることから，もうひとつの
研究成果でもあり，実は着目してもらえると嬉しい部分なのかもしれません。「神
は細部に宿る」ではありませんが，特集をお読みいただいた方にも，研究成果の
背後にある，研究に関わる人々のこだわりや妥協しない姿勢を感じ取っていただ
ければ幸いです。（M.Y.）

次号予告
2026 年 9・10月号（Vol.83 No.5）
 特集  鉄道の世界を数値計算で描く

＊タイトルは変更する場合があります。
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鉄道･運輸機構
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認証機関
鉄道総研（国内審議団体）

‐デジュール標準︓公的な標準機関が合意形成を図りながら策定
‐フォーラム標準︓幾つかの企業等が協力して自主的に策定
‐デファクト標準︓一社のシェアが市場で高まり事実上の標準となる

○ISO（国際標準化機構）や IEC （国際電気標準会議）の規格審議
　国際会議でコンセンサス形成を図り、その結果が投票によ
　決で決定される。

○国際会議では、世界各国の規格専門家が集まって議論
⇒世界的な技術動向や知見が反映される

鉄道･運輸機構
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‐デジュール標準︓公的な標準機関が合意形成を図りながら策定
‐フォーラム標準︓幾つかの企業等が協力して自主的に策定
‐デファクト標準︓一社のシェアが市場で高まり事実上の標準となる

攻めと守り

○ISO（国際標準化機構）や IEC （国際電気標準会議）の規格審議では、
　国際会議でコンセンサス形成を図り、その結果が投票による多数
　決で決定される。

○国際会議では、世界各国の規格専門家が集まって議論
⇒世界的な技術動向や知見が反映される

※「行政」（赤枠）が重複
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特集記事「数値解析を用いて鉄道沿線に生じる地盤および建物の振動を予測する」

特集記事「常時微動計測による常設型の橋脚健全度評価システムの長期稼働試験」
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土木構造物・地盤・建物の解析
（振動伝播解析）
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本文右段
１行目

鉄道と国際規格：巻頭言「連載開始にあたって」

箇所 正誤頁

■ 2026年5・6月号の訂正とお詫び
RRR誌2026年5・6月号に誤植がございました。ここに訂正してお詫び
申し上げます。

木造構造物・地盤・建物の解析
（振動伝播解析）
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※赤枠の語句の誤り

※赤枠のルビの誤り


